











じて改めて大方の注意を喚起しようとするのは、 『七天狗絵詞』をはじめ、埋もれた「遁世僧」の位置付けの検討を抜きにし 中世文学の多くはその成立・生成過程 解明に足場・手がかりを失うのではないか、と危惧するからである。
一、 「観勝」 寺上人 ・ 円珠上人、 ―無住の 「立ち位置」 ―
　














経験のない真空であろうか。海彼（道人・祀堂・私堂などの展開、そして勧進、たとえば刊大蔵経の勧進や唐土寺院修補木材の勧進などをも視野に）を強烈に意識した遁世僧として典型的な生涯を送った一人に廻心房真空がいた、と思われる。遁世を希求 た醍醐寺成賢―クリーブランド美術館蔵「成賢僧正像」に象徴される―の「入宋」 「遁世」の志を継承した入宋僧頼賢などにも通ずるものである。更に言えば、頼瑜との関連で重要な木幡観音院、そして泉涌寺・戒壇院・金剛三昧院・寿福寺 の拠点寺院に印された真空の足跡（軌跡）に連動し輻輳してくるひとつ 抗がたい「渦」があった、と云える。その「動き（渦） 」の所産として忘却の果てから浮かび上がってきつつある諸事象に対して無住の著作や延慶本 （長門本なども） 『平家物語』を始めとした十三世紀中期以降の「文学」は無縁ではありえなかったのではないか、と考える。　『円照上人行状』には「唯空房経照」という僧の寺院遊歴がつぶさに記述される。 「北洛人也、興福寺住僧、…後厭世榮、住戒壇院、暫移西大寺、受沙弥戒於叡尊上人、後還戒壇、 受比丘戒於圓照上人、 厥後或住善法寺 或 金山院、住東福寺、修習禅法、乃彼開山圓爾禅師之時也、後住菩提山、為唯観上人真言上足付弟 為衆所推、即作一山潅頂大阿闍梨、 ……」 （
10頁上段）とあり、 その修学に赴いた数々
の寺院と相承就学した諸々の師において無住に相似たものを確認できる。円照門下の履歴は、 概ね「住― ・ 移― ・ 還― ・後住―」など いう列記が常であり、いうなれば、 「 動」が常であること、そこには移動して優れた師に出会い修学することを是とする風が端的にうかがわれるのである。南宋の唐土におけ 「十方僧」 相似た、常に移り止ま い歴訪の旅が背景に ったのである。しかも 『行状』は遠く離れた寺院へ足繁く移り、一所に留まることをよしとしない僧侶の履歴で満ち満ちているこ に改めて驚くことになる。　「遁世」が都近くの庵室（閑居）への転居という「形」をとること（この形は遁世僧の晩年に「閑寂」 「閑静」の地に「閑居」 いう「 」をとること 継続）は少なく、むしろ宗派を問わぬ良き師（入宋 など） 求めた積極的な遊歴修学へ「移・住」を促すも なっていることに留意しなければならない（かつて タテ」から「ヨコ」へと表現したもの。ネットワークとも） 。無住にしても、近年の研究の進展によって足繁く南都へ赴いていたこと 知られるに至った。こう た遊歴の姿勢は、ある一時期（九条道家の活躍期を中心 ）に集中し、泉涌寺・法華山寺を軸として戒壇院など 寺院システム 通じて急激に東国・西国へ展開したようである 一時期は 東国を考え 上
― 31 ―
で極めて重要な時であるが、宗派史研究の延長線上に遡及すると忽然として 「消滅」 せざるを得ない宿命を負った “空白期” もあった（立川流の問題とも時期的に係わる） 。　
この最も唐土との接触に意を砕いた僧俗の重要な活動の
ひとつが宋版仏書の舶載（新刊を中心に） ・出版にあったらしいことは追々明らかになりつつあり、都を迂回するネットワークも十二世紀（ 「関東武士のネットワーク」との関連が興味深い。後述の相模松田西明寺・伊豆山寺 駿州智満寺 ・ 越州坂北豊原寺） には既に確 しつつあった （多くは「山寺」の形態をとる。上川通夫氏「中世山寺の基本構造：三河・尾張の例から」 〈 『愛知県立大学日本文化学部論集
. 歴史文化学科編』２０１４〉ほか）ように思われる。























事背故静観上人意、仍寺ヲ去テ別独住二可住処、夏夜夢二方丈二間所（聖教／処也） 、着浄衣俗直烏帽子、気高ニ御坐テ、殊勝蓮花ニ向テ持長念珠念誦 如夢想観勝上人歟、八幡大菩薩如法渇仰云々、其朝彼夢者依小事 腹立シテ寺ヲ奔去了、真言依悪故歟、八幡御計歟 其密教智儀、無退転、 」　　





















































































































無住が自筆墨書したもの、と認定され、天王寺勝鬘院相意上人について略述紹介している。勝鬘院相意上人、円珠上人とも称される思融については 既に牧野「日本中世文学における十三世紀後末期東山白毫院・霊山周辺」 （ 『実践国文学』
79号
　






















寺・金山院・天王寺・家原寺 どを拠点にして巡歴し活動して止まなかった事実は、当時の状況を踏まえて考慮するならば、 無住にとって重 ものであった、 と考えられる。 「戒僧」が「語」 、 「弥々信用」と う無住の貼り紙墨書は、先に検討した大円上人良胤の項と併せ 、戒壇院系の遁世僧をも視野に入れた無住における「立ち位置」がほぼ見えて
くるのではないか、と思う。相意上人思融と白鳳寺・無住の関係は深い。思融の弟子に実融がいる。白鳳寺所蔵典籍に實融 ・ 澄豪の奥書署名が存するが、改めて検討すべきか、と考える（口頭発表「根来寺と延慶本『平家物語』の周辺資料」 〈於国文学研究資料館
　



















































































































































































































血脈鈔』にほぼ全文吸収されて活用される血脈資料であるが、 『野澤大血脈』 や 『密宗血脈鈔』 の誤り、 例えば 「宏教」
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（ 『延暦寺と中世社会』 〈２００４ ・６
　
法蔵館〉 ） 、 「中世寺
















頁一八七～一八八）を挙げて指摘して周知のことであるが、浄蓮上人源延が相模国松田の西明寺を創建したという伝えである（納富常天氏『金沢文庫資料の研究』 、法蔵館、一九九五年） 。　「仍一寺作貴寺内承諾。許浄蓮上人拝見訖。即諸衆相議自寺送書状於上人。其比浄蓮上人相摸国西郡辺松田云所建立一寺祈往生号西明寺。善光寺使者尋行彼寺。折節駿河国智満寺為大曼荼羅供大阿闍梨得崛請渡給。 仍使者即参彼寺。上人開善光 書状。捧目 置頂上秘泣。状旨不披露 而自其弟子同行弟子相模還之。独身参詣 。 」　という展開のなかで、 「相摸国西郡辺松田云所建立一寺
祈往生号西明寺」 「折節駿河国智満寺為大曼荼羅供大阿闍梨得崛請渡給」という。即ち源延のネットワークが相州松田西明寺・駿河国智満寺・信州善光寺という重要な拠点寺院を結ぶものであるこ 、さらに留意すべきは善光寺如来像の模造 ・ 鋳造を依頼したのが越前の仏師 ・ 法橋海縄であった、と記すことである。　
駿州智満寺・伊豆走湯山という源延のネットワークを考































章「清盛の富士 ・ 鹿島参詣計画」が指摘する相模国松田は、清盛の富士・鹿島社参詣計画に係わる重要地点で、史料三点、 『山椀記』治承三年正月十二日条、 『延慶本平家物語』第三末の七、 『長門本平家物語』 巻第十三 「頼朝義仲中悪事」を挙げて、 「松田郷は 海道の足柄越ルートと太平洋に注ぐ酒匂川の交差する水陸交通の要衝に位置しており 多賀氏も指摘され いるように、古来、足柄上郡の中心を占めていたのであろう。源義朝健在の頃、波多野義通の妹（義常の叔母）を母とする源朝長はここに館を構え、近隣 武士を配下に統合する動きを示していた である。 とする。更に、 「とするならば、二十五間という巨大な侍所を付設した御亭は、治承三年正月に予定され 東国視察のために造営されたものと考えるべきであろ 。 」と推




































導師を勤めた他、色衆として「近山之宿徳」が集められ、唄師は人吉寺、散華師は菅山寺の僧であった。両寺は竹生島とともに、 巳高山と「自他之合力」の関係を結んでおり、合わせて「北四箇 」と称された いう。 」　
文永七年に一切経五千巻を得て入宋僧が帰朝し、同九年
































































①（第一板を①とする。以下同様）印面フツウ②１ ・ ２ （１ ・ ２は第一面と第二面の間を指す。以下同じ）「 （４）稱（３）十九（２）二（３）賓（？） 」フツウ（界高約２３ ・ ４㎝）
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⑨１ ・ ２「 （４）稱（２）九巻（２）九
　
ナシ」フツウ
⑩１ ・ ２「 （４）稱（２）九巻（２）十（２）志」やや清
爽
⑪１ ・ ２「 （４）稱（２）九巻 十一 深」やや
清爽







⑬１ ・ ２「 （６）十三尾（６）求」やや清爽 
13紙５面４行本文
「勝利／



































































































































































































































を未刷にして、 そ 余白に補筆墨書した例（ 「且住一處…」 ）である。王公祀堂本では、切り取り・刷り反故紙背貼り・補筆墨書という修を行ったが 『四 律刪繁補闕行事鈔』巻中之三の第十五板５面６行目は あえて刷印せず余白を残し経本文を同一料紙に補筆墨書して る点が異なっている。　
中村一紀氏「資料紹介『一切経律部零巻十一種』 『四分












事項は、すべて各紙右端の継ぎ目糊代部分に刻される。そのため判読可能な箇所は隕られるが、判読できる刻工名は後掲一覧に示した。そこに見られる刻工達の多くは阿部隆一氏、尾崎康氏ら先学の調査により南宋中期までの出版物に見られ、 特に「徐彦」 「高起」 「洪茂」 ［方成］ 「汪政」 「江先」は、書陵部でも所蔵する紹興年中（一二世紀中期）明州刊『文選』など、南宋前期の書籍に確認でき、また「高起」 「洪先」 「施宏」は、南宋前期に湖州 浙江省）思渓円覚禅院で王氏により開版された思渓版一切経の刻工中にも見える。　
エ『刊定記』は目録に「四明洪悦洪昌楊昌陳章版」と記
されるように、 巻六末尾 「四明洪悦洪昌／楊昌陳章刊雕（写真６）と刻されてあり、洪悦、洪昌、楊昌、陳章が刻字したことが知れる。やはり南宋前期に活動し 刻 である。各葉での記載はない。印記
　
まず、ア群は目録上に「四明姚家版」と註記されて













 「根来寺と延慶本『平家物語』の周辺資料」 （シンポジウム「紀州地域と寺院資料 ・ 聖教―延慶本『平家物語』の周縁―」 〈於国文学研究資料館
　











なお、 ここに平成二十七年度科学研究費 （基盤研究 〈Ｂ〉 、
課題番号：７０１２３０８１）の助成に拠 研究成果であることを附記する。
（まきの
　
かずお・実践女子大学教授）
